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と
下
妻
市
の
同
和
地
区
が
晒
さ
れ
て
い
る
の
で

件
が
惹
起
し
て
お
り
、
近
日
で
は
、

旧
総
和
町

動
画
で
晒
す
と
い
う
前
代
未
聞
の
部
落
差
別
事

現
舎
な
る
も
の
が
、
茨
城
県
内
の
同
和
地
区
を

じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
「
部
落
探
訪
」
と
称
し
て
示

全
て
の
公
務
員
に
あ
る
の
で
す
。
・
・
現
在
、
信

あ
り
、
実
際
に
啓
発
・
教
育
を
推
進
す
る
責
務
は
、

を
解
決
す
る
責
任
は
国
に
あ
る
こ
と
は
当
然
で

題
）
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
総
合
司
会
を
鈴
木
教
明
書
記
次

れ
た
の
で
す
。
従
っ
て
、

こ
の
作
ら
れ
た
差
別

の
中
に
陥
れ
ら
れ
た
犠
牲
者
が
被
差
別
民
と
さ

者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
差
別
で
あ
っ
て
、
差
別

「
・
・
部
落
差
別
は
江
戸
時
代
に
、
当
時
の
為
政

を
行
い
ま
し
た
。

本
正
美
執
行
委
員
長
が
次
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ

長
が
行
い
、
続
い
て
愛
す
る
会
を
代
表
し
て
坂

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
岸
ま
さ
る
副
執
行
委
員

長
が
務
め
ま
し
た
。

来
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
て
部
落
差
別
（
同
和
問

去
る
二
月
三
日
四
日
の
二
日
間
に
か
け
て
潮

続
い
て
、
県
人
権
施
策
推
進
室
金
澤
竜
司

力
と
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

部
落
差
別
の
完
全
解
消
に
向
け
ま
し
て
御
協

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

ど
こ
の
自
治
体
で
も

起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今

後
よ
り
一
層
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
と

こ
の
部
落
差
別
事
件
は
、
土
浦
市
だ
け
に
限

取
組
を
根
本
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

発
言
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

い
て
は
以
前
に
人
権
担
当
係
長
が
部
落
差
別

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
土
浦
市
に
於

の
背
景
、

さ
ら
に
今
後
の
取
組
等
に
つ
い
て

で
は
土
浦
支
部
と
連
携
し
な
が
ら
差
別
事
件

別
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
土
浦
市

ラ
ブ
支
援
員
が
、

す
。
ど
ち
ら
も
市
の
担
当
者
は
、
県
の
担
当

者
と
連
携
し
て
法
務
局
に
削
除
要
請
を
し
て

こ
れ
ま
た
時
代
錯
誤
の
差

員
と
は
い
え
士
浦
市
職
員
の
三
人
の
児
童
ク

い
き
ま
す
。
・
・
土
浦
市
で
は
、
会
計
年
度
職

え
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、

一
度
晒
さ
れ
た
も
の
は
形
を
変

当
な
差
別
を
受
け
続
け
る
と
い
う
我
が
国
固
有

ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
世
代
を
超
え
て
不

ま
た
、
部
落
差
別
は
、

そ
こ
に
生
ま
れ
、
住

せ
ん
。

日
常
生
活
上
の
差
別
的
取
扱
い
が
後
を
絶
ち
ま

現
在
に
お
い
て
も
、
な
お
、
結
婚
や
就
職
な
ど

程
で
形
作
ら
れ
た
固
有
の
身
分
的
差
別
で
あ
り
、

差
別
（
同
和
問
題
）
は
、

日
本
社
会
の
歴
史
的
過

さ
て
、
数
多
い
人
権
課
題
の
中
で
も
、
部
落

非
常
に
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
共
生
し
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
を

ま
た
、
縮
小
開
催
と
な
っ
て
い
た
本
研
修
が
、

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
•
•
坂
本
執
行
委
員
長
様
を
は
じ
め
部
落
解
放

権
施
策
の
推
進
、
と
り
わ
け
部
落
差
別
（
同
和
問

題
）
の
解
決
に
向
け
た
取
組
に
、
格
別
の
ご
理
解

目
指
す
段
階
へ
と
転
換
期
を
迎
え
た
こ
と
で
、

本
来
の
研
修
の
形
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

日
ご
出
席
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
本
県
の
人

愛
す
る
会
茨
城
県
連
合
会
の
皆
様
、
並
び
に
本

室
長
の
あ
い
さ
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
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ト
を
悪
用
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
る
人

等
を
利
用
し
た
誹
謗
中
傷
の
禁
止
や
ネ
ッ

ポ
ー
ツ
組
織
と
の
連
携
に
よ
り
、

S
N
S
 

地
域
や
青
少
年
に
影
響
力
の
あ
る
プ
ロ
ス

ま
た
、
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
、

動
画
や
静
止
画
像
の
削
除
を
法
務
局
に
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

な
動
画
の
配
信
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
が
、
現
在
で
も
S
N
S
等
で
新
た

一
部
動
画
が
削
除
さ
れ

県
で
は
、
動
画
の
削
除
を
法
務
局
に
求

撮
影
し
た
動
画
が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
り
、
本
件
に
お
い
て
も
特
定
の
地
区
を

配
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

特
に
、
部
落
探
訪
と
称
し
た
動
画
等
が

可認物便郵種3
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要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
て
お
り
、
部
落
差
別
の
解
消
を
阻
む

ち
た
書
き
込
み
や
動
画
配
信
が
頻
繁
に
行

名
性
を
利
用
し
た
偏
見
や
差
別
意
識
に
満

問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿

め
、
そ
の
結
果
、

こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
で
は
、

S
N
S
 

の
基
本
的
人
権
に
も
関
わ
る
重
大
な
社
会

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
昨
今
の
状

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
、
部
落

差
別
（
同
和
問
題
）
に
お
け
る
啓
発
、
教
育
、

就
労
、
産
業
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
の
早
期
解

言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

況
は
、
混
迷
の
度
合
い
が
深
ま
っ
て
い
る
と

発
生
し
、
末
だ
「
人
権
の
世
紀
」
の
実
現
に
は

決
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
人
権
問
題
が

お
り
ま
す
が
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
の
解

二
―
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
て

り
ま
す
。

ど
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

の
分
野
で
県
民
の
皆
様
に
根
気
強
く
啓
発
な

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
謂

わ
れ
の
な
い
差
別
を
受
け
て
き
た
方
々
の
苦

し
み
や
辛
さ
を
理
解
し
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ

日
の
よ
う
な
研
修
会
を
通
じ
て
、
部
落
差
別

た
ち
行
政
や
教
育
・
福
祉
に
関
わ
る
者
が
、
本

が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
私

平
成
二
八
年
に
は
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
の
解
決
の
た
め
、

＞
」
な
ど
で
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

成
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
い
ば
キ
ラ

T

権
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
人
権
啓
発
動
画
を
作

協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
研
修
会
の
課
題
で
あ
り
ま
す

現
在
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
特

定
個
人
や
不
特
定
者
を
対
象
と
す
る
誹
謗

中
傷
等
の
差
別
表
現
や
、
結
婚
・
交
際
・
就

職
の
場
面
に
お
け
る
差
別
な
ど
が
依
然
と

我
が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

た
身
分
的
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別
で
、

歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
形
成
さ
れ

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
、

日
本
社
会
の

の
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
に
御
理
解
と
御

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
、
本
県

員
の
皆
様
、
並
び
に
本
日
御
参
会
の
皆
様

「
・
・
部
落
解
放
愛
す
る
会
茨
城
県
連
合
会

執
行
委
員
長
坂
本
正
美
様
を
は
じ
め
、
会

あ
い
さ
つ
で
す
。

次
に
、
県
人
権
教
育
室
前
原
仁
室
長
の

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
．
．
。
」

て
も
、
引
き
続
き
、
御
支
援
と
ご
協
力
を

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

様
々
な
啓
発
活
動
等
の
取
組
を
進
め
て
ま

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
へ
の
正
し
い
理
解

決
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
様
に

主
軸
と
し
て
、
様
々
な
差
別
を
人
権
課
題

「
ホ
ー
ム
」
は
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
を

修
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
早
く
解
消
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

二
次
茨
城
県
総
合
計
画
」
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
県
民
か
ら
理
解
と
共
感
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
教
育
の
推
進
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
特
に
教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

問
題
）
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
課
題

作
成
し
た
二
本
の
啓
発
映
画
「
三
人
兄
妹
」

と
「
ホ
ー
ム
」
の
活
用
を
通
し
た
教
職
員
研

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
本
県
独
自
に

具
体
的
に
は
、
本
研
修
会
で
も
視
聴
の

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

カ
の
あ
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
取
り
組
ん

の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
実
践

の
研
修
の
充
実
に
よ
り
、
部
落
差
別
（
同
和

の
第
六
条
に
基
づ
く
調
査
結
果
」
及
び
「
第

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

受
け
る
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
、

1
1↑ 

一
亥

の
理
由
で
、
何
世
代
に
も
渡
っ
て
差
別
を

そ
の
土
地
に
生
ま
れ
た
と
い
う
そ
れ
だ
け

し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
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さ
ら
に
本
日
御
参
会
の
皆
様
方
に
は
、

す
。
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

教
育
室
で
貸
し
出
し
も
行
っ
て
お
り
ま

ま
し
て
は
、
本
室
、
茨
城
県
教
育
庁
人
権

ま
た
、
こ
の
二
つ
の
啓
発
映
画
に
つ
き

ば
幸
い
で
す
。

視
聴
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
け
れ

的
に
御
活
用
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
が

す
。
ぜ
ひ
、
本
日
御
参
会
の
皆
様
に
も
両

啓
発
映
画
を
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
を
正

し
く
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
積
極

る
よ
う
に
動
画
配
信
を
行
っ
て
お
り
ま

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
誰
で
も
視
聴
で
き

「
ホ
ー
ム
」
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会

係
施
設
等
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

こ
れ
ら
の
啓
発
映
画
を
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
御
視
聴
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
三

人
兄
妹
」
に
つ
い
て
は

D
V
D
で
市
町
村

教
育
委
員
会
、
学
校
を
始
と
す
る
教
育
関

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

っ
て
お
り
、
各
校
で
も
活
用
が
図
ら
れ
て

べ
き
か
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
内
容
と
な

決
の
た
め
に
、
何
を
考
え
、
ど
う
行
動
す

と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
問
題
の
解

間
市
長

小
沼
公
道

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
発
表
か
ら
、
同

和
問
題
の
細
部
に
わ
た
る
ま
で
充
分
に
研

教
育
長
稲
川
善
成
様
、
社
協

長

志
田
晴
美
様
、
社
協

協
菊
池
博
様
、
桜
川
市
長

市
長
長

町
田
香
様
、
社
協

菊
池
博
様
、
教
育
長

つ
く
ば
市
長

五
頭
泰
誠
様
、
教
育
長

森
田
充
様
、
社
協

松
本
玲
子
様
、
水
戸
市
長

高
橋
靖
様
、
教
育

保
立
武
憲
様
、
笠

山
口
伸
樹
様
、
教
育
長

で
き
、
毛
塚
裕
之
先
生
の
積
極
的
な
取
り

組
み
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

園
営
碩
い
た
｝

微
生
方
扇
順
不
圃

五
十
嵐
立
青
様
、
議
会
議
長

究
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が

員
で
あ
る
毛
塚
裕
之
先
生
か
ら
発
表
し
て

に
関
す
る
こ
と
を
児
童
生
徒
支
援
加
配
教

教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
実
践
報
告

つ
く
ば
市
立
高
山
学
園
で
取

一
層
の
御

力
様
、
教
育
長

晴
夫
様
、
土
浦
市
長

入
野
浩
美
様
、
社
協

理
者
副
市
長

藤
井
信
吾
様
、
教
育
長

直
樹
様
、
社
協

島
田
幸
三
様
、
教
育
長

倉
持
利
之
様
、
社
協

井
坂
庄
衛
様
、
社
協

谷
島
洋
司
様
、
教
育
長
職
務
代
理
者
教
育
委
員

井
坂
ま
ち
子
様
、
社
協

様
、
教
育
長

様
、
鉾
田
市
長

原
優
様
、
社
協

庄
司
敦
子
様
、
教
育
長

大
古
輝
夫
様
、
社
協

岸
田
一
夫
様
、
教
育
長

豊
田
稔
様
、
教
育
長

豊
田
健
司
様
、
社
協

豊
田
稔
様
、
守
谷
市
長

岸
田
一
夫
様
、
北
茨
城
市
長 安

萩
原
勇

社
協
神
達
岳
志
様
、
龍
ヶ
崎
市
長
萩
原
勇

市
長
神
達
岳
志
様
、
教
育
長

安
藤
真
理
子
様
、

羽
鳥
文
雄
様
、
社
協

木
村
敏
文
様
、
教

木
村
敏
文
様
、

宮
嶋
謙
様
、
教
育
長

宮
嶋
謙
様
、
石
岡
市
長

谷
島
洋
司
様
、
常
総

岡
野
克
巳
様
、

松
丸
修
久
様
、
教
育

松
丸
修
久
様
、
下
妻

中
山
均
様
、
社

大
塚
秀
喜
様
、

大
塚
秀
喜
様
、

か
す
み
が
う
ら
市
長

り
組
ま
れ
て
い
る
学
生
た
ち
に
よ
る
「
同
和

育
長

続
い
て
、

伊
能
淑
郎
様
、
坂
東
市
長

」゚

．． 
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

根
本
健
助
様
、
小
美
玉
市
長
横
田

題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
に
、

様
、
社
協
石
坂
叡
志
様
、
潮
来
市
長
職
務
代

落
差
別
（
同
和
問
題
）
を
は
じ
め
、
人
権
課

取
手
市
長

伊
藤
哲

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
加
え
て
、
部

長

い
知
識
や
理
解
を
確
実
に
広
め
て
下
さ
る

職
場
で
情
報
共
有
す
る
な
ど
し
て
、

正
し

吉
田
浩
康
様
、
社
協

安
藤
真
理
子
様
、
教
育
塚
田

各
所
属
に
お
い
て
、
本
日
学
ん
だ
こ
と
を

様
、
社
協

鷹
松
丈
人
様
、
古
河
市
長

針
谷

社
協
阿
見
町
長
千
葉
繁
様
、
教
育
長

様
、
教
育
長
長
谷
川
馨
様
、
社
協

様
、
社
協

國
井
豊

河
内
町
長

鈴
木
裕
之

教
育
長

也
様
、
教
育
長

成
夫
様
、
社
協

横
田
英
一
様
、
社
協

也
様
、
神
栖
市
長

伸
一
様
、
教
育
長
石
田
進
様
、
鹿
嶋
市
長

野
沢
恵
子
様
、
社
協

根
本
洋
治
様
、
教
育
長

根
本
洋
治
様
、
結
城
市
長

黒
田
光
浩
様
、
社
協

須
藤
茂
様
、
教
育
長

石
田
進
様
、
教
育
長

大
谷
明
様
、
教
育
長

大
谷
明
様
、
牛
久
市
長

染
谷
郁
夫
様
、
社
協

町
田
幸
子
様
、
社
協

池
上
仁
様
、
五
霞
町
長

森
田
恵
美
子
様
、
社
協

野
村
勇
様
、
教
育
長

野
村
勇
様
、
茨
城
町
長

矢
口
和
美
様
、
社
協

野
澤
良
治
様
、
教
育
長

野
澤
良
治
様
、
大
洗
町
長

千
葉
繁
様
、
美
浦
村
長

國
井
豊
様
、

立
原
秀
一
様
、

中
島
栄
様
、
教

小
林
宣
夫
様
、

社
協

小
林
宣
夫
様
、

八
千
代
町
長

教
育
長

社
協
境
町
長
橋
本
正
裕
様
、
教
育
長

那
珂
市
長
先
崎
光
様
、
教
育
長

大
縄
久
雄
様
、

忍
田
暢
男
様
、

染
谷
森
雄
様
、

染
谷
森
雄
様
、

赤
松
治
様
、

教
育
長

小
田
川
浩
様
、

合
聖
二
様
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
長

小
田
川
浩
様
、

小
室
高
志
様
、
社
協
落

塩
森
茂
郎
様
、
筑
西
市
長

小
林
栄
様
、
教
育
長

一
様
、
ひ
た
ち
な
か
市
長
川
村
等
様
、
社
協
田
口
伸
田
口
新
橋

鈴
木
周

様
、
社
協
篤
信
太
郎
様
、
行
方
市
長
鈴
木
周

稲
敷
市
長
覚
信
太
郎
様
、
教
育
長
山
本
照
夫
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の
―
二
月
中
頃
か
ら
、
県
民
に
対
し
て
、
国

続
い
て
金
子
書
記
長
に
よ
る
基
調
講
演
が

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
同

い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
世
代
で

教
育
の
間
に
学
校
教
育
を
過
ご
し
て
き
ま
し

棘一

た
か
ら
、
同
和
問
題
を
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て

て
活
躍
し
て
い
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
ま

れ
た
後
に
出
生
し
た
人
た
ち
が
社
会
人
と
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

育
長

富
永
保
様
、
社
協

山
田
修
様
、
教
育
長

中
島
栄
様
、
東
海
村

伴
敦
夫
様
、
社
協

長

可”
中
村
正
美
様

便郵種釦
続
い
て
平
成
六
年
に
茨
城
県
で
最
初
に
制

日26

作
さ
れ
た
同
和
問
題
啓
発
映
画
「
三
人
兄
妹
」

月10

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
映
画
が
制
作
さ
れ
、

年螂
す
で
に
二
八
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
制
作
さ

た
、
こ
の
世
代
の
人
た
ち
は
失
わ
れ
た
同
和

和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の

一
手
段
と
し
て
、
今
後
も
「
三
人
兄
妹
」
を
活

行発日5
 
ー2

行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
「
差
別
を
助
長
す
る
矛
盾
だ
ら
け

旬5
 
和僑
の
人
権
擁
護
局
を
糾
弾
す
る
」
と
し
て
、
法

3

務
局
下
妻
支
局
の
駐
車
場
に
広
報
車
を
昨
年

年2
 ゜

2
 

至
ら
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

残
っ
て
し
ま
う
等
、
ま
だ
ま
だ
解
決
に
は

か
し
動
画
が
削
除
さ
れ
て
も
、
静
止
画
が

違
反
し
た
」
為
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
、

し

ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
（
指
針
）
に

ー
グ
ル
社
は
削
除
の
理
由
と
し
て
「
ヘ
イ
ト

組
み
が
功
を
奏
し
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
グ

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
を
展
開
す
る
等
の
取
り

る
と
し
て
「
部
落
探
訪
」
の
削
除
を
求
め
る

（
ア
ブ
ダ
ー
ク
）
が
、
部
落
差
別
を
助
長
す

部
落
出
身
者
や
支
援
者
で
作
る
市
民
団
体

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

益
々
部
落
差
別
に
関
し
て
正
し
い
認
識
を

晒
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

霞
町
・
下
妻
市
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

茨
城
県
内
の
同
和
地
区
（
古
河
市
・
境
町
・
五

部
落
差
別
探
訪
事
件
に
つ
い
て
、
現
在
、

次
に
、

（
示
現
舎
・
鳥
取
ル
ー
プ
）
に
よ
る

し
た
の
で
広
報
車
は
撤
収
し
ま
し
た
。
）

護
課
と
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

月
三
日
に
水
戸
法
務
局
に
於
い
て
人
権
擁

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
※
（

民
を
侮
蔑
す
る
実
態
を
周
知
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
広
報
（
糾
弾
）
活
動
を
展
開
し

あ
っ
た
荒
川
沖
在
住
の
市
民
も
、
今
回
の

日
常
生
活
を
送
る
な
か
で
部
落
差
別
の
話

政
区
の
近
隣
に
住
ん
で
い
て
、

そ
こ
で
、

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
和
地
区
の
在
る
行

県
か
ら
、

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

一
人
は
神
奈
川

一
人
は
谷
田
部
町
か
ら
結
婚
す

二
名
が
、

同
和
地
区
に
関
し
て
差
別
発
言

て
は
、
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

浦
市
で
惹
起
し
た
部
落
差
別
事
件
に
つ
い

し
い
で
す
ね
！

映
画
上
映
の
後
に
、
土

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
素
晴
ら

ビ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取

市
内
だ
け
で
放
映
さ
れ
て
い
る
市
内
テ
レ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
を
、
行
方
市
で
は
、

に
マ
ッ
チ
し
た
非
常
に
分
か
り
易
い
内
容

二
日
目
は
、
茨
城
県
制
作
の
第
二
作
目

で
あ
る
「
ホ
ー
ム
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
「
ホ

ー
ム
」
は
一
作
目
の
「
三
人
兄
妹
」
の
継
続
的

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
人
権
尊
重
の
時
代

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
会
計
年
度
職
員

を
近
所
の
人
た
ち
か
ら
教
わ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
荒
川
沖
の
近
辺
に
同
和

地
区
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
元
学
校
教
員
で

ま
し
た
。

急
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

中
で
起
こ
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
部
落
差
別
は
闇
の

い
つ
・
ど
こ
で
・
誰
に
・
間

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

,＇ 

土
浦
支
部
主
催
に
よ
る
研
修
会
が
一
月
二

れ
ま
し
た
。
今
回
の
支
部
研
修
会
は
、

「コ

り
組
み
に
期
待
し
た
い
で
す
。

I

I

I

I

I

I

 

結
城
市
が
二
月
一
日
よ
り
本
人
通
知
制
度

を
始
め
ま
し
た
。
県
内
全
て
の
自
治
体
で
早

設
置
さ
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
の
取

を
踏
ま
え
、

四
月
一
日
か
ら
人
権
推
進
課
が

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
反
省

び
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
開
催
す

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」
の
問
題
が
あ
り
、
延
び
延

九
日
・
三

0
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

始
め
て
良
く
理
解
で
き
る
と
い
う
反
面
も
あ

な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
事
件
が
惹
起
し
て

と
が
良
く
分
か
る
事
例
で
あ
り
、
あ
っ
て
は

差
別
の
情
報
を
拡
散
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

い
こ
と
の
よ
う
に
言
い
ふ
ら
し
、

そ
の
結
果

っ
た
知
識
を
鵜
呑
み
に
し
、

い
か
に
も
正
し

く
わ
か
ら
な
い
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
間
違

違
っ
た
知
識
を
す
り
込
ま
れ
る
か
が
ま
っ
た

差
別
発
言
事
件
を
惹
起
し
て
い
る
の
で
す
。


